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淀川水系 北川 事業間連携砂防等事業
きょうとし にしきょうく おおはらの きたかすがちょう

京都市 西京区 大原野 北春日町

当該箇所は、京都市西京区の山間部に位置し、人家、市道、耕地を保全対象とする危険渓流
です。渓流は渓岸浸食が進行し、多量の不安定土砂・転石が渓流内に堆積しており、土石流の
発生が懸念されるため、早急に対策を行う必要があります。
令和６年度は本川砂防堰堤及び副堤等を実施します。

北川

○事業概要

堤高=5.0ｍ　堤長=34.3ｍ
本川下流堰堤(他事業)支川堰堤

堤高=9.0m、堤長=45.3m

本川上流堰堤(嵩上)
堤高=14.5m、堤長=60.2m
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新設堰堤

新設床固

既設堰堤

既設床固

新設堰堤
(他事業)

平面図
赤：土砂災害特別警戒区域
黄：土砂災害警戒区域

支川堰堤
支川床固 6基

全体計画 R５までの実績 R６計画

H13～
測量設計調査､用地補償､砂
防堰堤2基､床固工11基､仮設
工（工事用道路）等

事業費：１,８００百万円

測量設計調査､用地補償
支川砂防堰堤､支川流路工
本川砂防堰堤嵩上げ（一部）

事業費：１,１４４百万円

本川砂防堰堤、副堤、法面工、
前庭保護工

事業費 ：１５４百万円
（うち補正１１０百万円）

支川堰堤(令和3年3月)

本川砂防堰堤(既存堰堤嵩上工)
＜正 面 図＞

堤高=9.0m   堤長=45.3m

※ 不透過型堰堤から部分透過型堰堤への改築

京都縦貫自動車道側道

京都縦貫自動車道

一般府道小塩山大原野線

一般府道
灰方中山線

主要地方道大山崎大枝線

広域避難所
府立洛西高校

渓流全景

既設堤体
取壊し範囲
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既存堰堤 本川砂防堰堤
本川砂防堰堤副堤

○事業効果
人家139戸、農地15.7ha、府道、京都縦貫自動車道を保全し、土砂災害の被害軽減を図ります。

本川下流堰堤
（他事業実施）

問い合わせ先：砂防課事業係（075-414-5319）


